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クラブテーマ

ロータリーにもっと誇りを　
　　そして学び　DEI の心を持って行動実践しよう
ロータリーを楽しみ、仲間と絆を！

◆点鐘：遠藤　靖彦 会長 ◆ロータリーソング：国歌・蔵王を仰ぐ
◆司会：武田　博文 S.A.A. ◆会場：山形グランドホテル

第3032回例会 令和６年11月18日（月）

　11月10日に地区大会が長井で開催
されました。この西ロータリーからも
25名の方々にご出席をいだきました。
ほんとにお忙しい中ご出席いただいた
皆さま、大変ありがとうございました。
その場で、次年度ガバナーとして今日
お越しいただいております小松栄一

様、そして次々年度のガバナーとして、山形ロータリーク
ラブの伊藤修二様、お二方の発表がなされました。その中
で、西ロータリーとしてもいろいろな表彰をいただいてお
ります。
　今回11月の褒章が発表されまして、当西ロータリーか
らは東海林健登さんが黄綬褒章を受章されました。大変お
めでとうございます。
　11月はロータリー財団月間ということで、それに伴い
まして今日卓話をいただくというかたちになります。今
日は12月のテーマについてお話をさせていただきたいと
思います。12月のテーマが「疾病予防と治療月間」という
のがロータリーの月間のテーマになっております。ロータ
リーの動きとしては、「ポリオ撲滅」というものをメイン
に掲げております。一時期これについてはだいぶ終息に向
かったということでありますが、いま現在、世界の紛争の
中でまたポリオ患者が増えてきているという状況があるよ
うであります。ロータリーとして活動しているポリオのほ
うにも、皆さまにもぜひご協力をお願いしたいというふう
に思います。
　ただそれよりも気になりますのが、どうやらこの西ロー
タリーの中でもちょっと体を壊されているという方のお話
をちょくちょく聞くようになりました。日頃の節制がうま
くいっていない方、私を筆頭にということでございますが、
そういう方々の体調不良というものもあるかもしれません
けれども、やはり日頃から予防のために何かの活動をする、
また検査をするというものも大変重要かと思います。こ
の中で人間ドックに行かれたことのない方、いらっしゃい
ますでしょうか？皆さんドック行ってらっしゃいますか？
ある程度のタイミングではドックのほうにしっかり通って
いただいて、大事なお体でありますので、予防そしてその
対策というものをしていただいていればありがたいなとい
思っております。今日は皆さんのご健康を祈念して挨拶と
させていただきます。
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遠藤　靖彦  会長会長あいさつ ＩＭのＰＲ

今年度山形ロータリークラブが芳賀
ガバナーの年度方針に従いまして日々

活動しておりますが、その中の山形ロータリークラブの
１つの活動の中に、インターシティミーティングの開催
ということが入っております。後ほど大内委員長からご
説明させていただきます。

11月10日の2800地区の地区大会で、2024年ー2025
年のガバナーエレクトに小松栄一様がご承認いただきま
して、同時にガバナーノミニーとして山形ロータリーク
ラブの伊藤修二がご承認いただいております。2026年ー
2027年度のガバナーに向けまして、ぜひ山形西ロータ
リークラブの皆さまからもご支援、ご協力賜ればと思い
ますので、よろしくお願いします。

ＩＭの目的は情報の共有とそれから
懇親でございますので、懇親をメイン

を置きながら、意味のある、そして参加されて楽しいＩ
Ｍにするように努めてまいります。

２月15日土曜日開催で、場所は、山形グランドホテル
です。２時から登録開始、２時半から開会、そして４時
半には懇親会を始めたいと思っています。そして６時に
は皆さまをお見送りするというようなかたちで、できる
だけコンパクトに進めていくつもりではあります。1月
14日までの登録締切にさせていただいておりますので、
ぜひご協力のほどよろしくお願いしたいと思います。

中身について、テーマはＩＲ会長、2800地区のガバ
ナーからの依頼もありました、ポリオについてやりたい
と思っております。ポリオ根絶と言いながらなかなか進
まない部分があり、皆さまにご認識と決意を新たにして
いただいて、ポリオプラス・ソサエティのほうに皆さま
をお誘いしたいというふうに思っておりますので、よろ
しくお願いいたします。

鈴木　重幸 さん 
《山形ロータリークラブ副会長》

大内　光夫 さん 
《ＩＭ 実行委員長》



遠藤靖彦会長／本日、もりだくさん
小松ガバナーエレクト、お忙しい中ようこそお越しい
ただきました。山形ロータリークラブより鈴木様、大内
様、ありがとうございます。そして新入会員の山本様、
井上様、ようこそ。
武田良和さん／小松ガバナーエレクト、また、ゲストの
皆さま、そして新入会員の皆さま、心より歓迎申し上げ
ます。小松栄一2800地区ガバナーエレクト、本日はご
多用の中ご講話を賜りますことを心より感謝申し上げま
す。また、山形ロータリークラブがご担当のＩＭのご盛
会をお祈り申し上げます。
山形ロータリークラブ副会長鈴木重幸さん・ＩＭ実行委員長
大内光夫さん／インターシティミーティングへご参加のお願い
山形西ロータリークラブの皆さまにはいつも大変お世話
になり誠にありがとうございます。来年２月15日にイン
ターシティミーティングを開催しますので、皆さまから
のご参加よろしくお願い申し上げます
小松栄一ガバナーエレクト／本日卓話のチャンスをいた
だいて。
東海林健登さん／令和６年秋の褒章に際し、黄綬褒章受
章の栄誉に浴することができ、また、多くのメンバーの
方々からご祝意を頂戴し、感謝申し上げます。ニコニコ
させていただきます。
武田元裕さん／小松栄一ガバナーエレクト、ようこそ
本日はよろしくお願い申し上げます。
遠藤正明さん／山本修司さん、井上智博さんの入会を祝い
井上さん入会おめでとうございます。これからも末永く
よろしくお願い申し上げます。
五十嵐信さん／鈴木重幸くんにエールを送る
本日、私の恩人の1人である山形クラブの鈴木副会長に
お越しいただきました。鈴木さんの今後のご活躍に心か
らのエールを送ります。
東海林仁さん／山本修司先輩、井上智博さん、入会おめ
でとうございます。今後ともよろしくお願いいたします。
武田岳彦さん／ようこそ西ロータリークラブへ
井上智博さん、山本修司さんのご入会を心から歓迎いた
します。ぜひ西ロータリークラブライフを楽しんでくだ
さい。
浦山潔さん／ロータリー財団月間での小松ガバナーエレ
クトを歓迎して
お忙しい中、小松ガバナーエレクトの卓話を快くお引
き受けありがとうございます。よろしくお願いいたし
ます。海和さん、芦野さん、本日の段取り感謝いたしま
す。会員の皆さま、ロータリー財団月間中、よろしくご
寄付をお願いします。
市村清勝さん／熱烈歓迎、山本修司くん、井上智博くん
入会を楽しみにお待ちしておりました。一緒にロータ
リーを楽しみましょう。
髙橋勝治さん／山形市の80ー20表彰式にて最優秀賞を
いただきました
昨日、山形市主催の80ー20表彰式があり、どういうわ
けか最優秀賞をいただきました。私が通院している先生
とスタッフの方々のおかげで、自分の歯が32本あり、そ
れが原因でいただいたと感謝しています。

〈11月18日〉

ニコニコ BOX

　12月26日月曜日、場所はパレスグラ
ンデールにおきまして、2024年クリス
マス家族会を開催いたします。登録受

付が夕方５時半から、例会が夕方６時から、そしてクリ
スマス会が６時15分からというスケジュールになってお
ります。三浦委員長のもと委員会一同いま準備に努めて
おります。皆さまご家族をお誘いいただいたうえ、たく
さんの参加をお待ち申し上げております。
　続きまして、お誕生日のご紹介をさせていただきま
す。会員８名、奥様が７名、11月に誕生日を迎えられま
す。おめでとうございます。

委員会報告

親睦・家族委員会

荒井　敏夫 さん 

新入会員紹介

　株式会社マルヰ常務取締役を務めて
おります井上智博と申します。この度

は歴史と伝統ある山形西ロータリークラブさんへの入会
をご承認いただきまして誠にありがとうございます。皆
さまからご指導をいただきながら活動を共にしてまいり
たいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。
　山形を楽しく、明るく、元気にしていきたいというこ
とで、その思いを持ってこのロータリー活動にも邁進し
てまいりたいと思いますので、今後ともどうぞよろしく
お願いいたします。

　山本建築設計事務所の所長をしてお
ります山本修司と申します。

　今来、60の年なのですが、なぜか小学生の子どもが３
人おりまして、昨日もPTAで真っ黒になっているという
ような次第でございます。生涯現役、生涯子育てをモッ
トーにがんばっていきたいと思っております。 
　歴史と伝統のある山形西ロータリークラブに今回晴れ
て入会させていただくことができて大変光栄に思ってお
ります。今後とも精一杯努めさせていただきますので、
何卒よろしくお願いいたします。　

井上　智博 さん 
《株式会社マルヰ》

山本　修司 さん 
《山本建築設計事務所》

●武田元裕会員がポール・ハリス・フェロー６回目の受
賞いたしました。おめでとうございます。

●本日新入会員２名の方が出席をされております。山本
修司さんと井上智博さんです。よろしくお願いします。

●本日の例会終了後理事会を開催いたしますので、ご関
係の方はお残りください。

●今月のロータリーレートは153円です。

武田　良和  幹事幹事報告



リー財団がコントロールするお金です。左側の地区財
団活動資金は地区がコントロールする資金になりま
す。ですから半半に分けられると。昔はこの運営費と
いうのはなかったんですね。完全に私たちの寄付した
お金は50％返ってきたのですが、どうも財団のスタッ
フの金遣いが荒いのかどうかはわかりませんが、4～
5年前から運営費というのが取られるようになりまし
た。5％天引きされています。ですから、今のところ
私たちに入ってくるのは47.5％が戻ってくるという形
になります。

地区が使うお金に関しましては、地区補助金とグ
ローバル補助金というふうな形に分けられます。簡単
に言うと、地元で使えるよというお金が地区補助金で
す。グローバル補助金は世界で使いなさいというプロ
グラムになります。使える中味はほぼ同じです。人道
プロジェクト、奨学金、地区研修チーム用のお金とい
うことで、グローバル補助金はそれにプラスポリオプ
ラス、ロータリー平和センター、その他というふうに
書いてありますが、これも地区補助金もできます。と
いうのは、地区補助金、今は余るとＲＩから天引きと
いうか強制的にポリオに出せ、もしくは平和センター
に出せということでお金を取られますので、ほぼ地区
補助金、グローバル補助金、同じ使い道ということに
なります。ただ、使う場所が地元で使うか、それとも
世界で使うかという違いだけであります。

グローバル補助金に対してはワールドファンドから
上乗せがあります。私たちが世界で何かプロジェクト
をしようということになって、例えば2万ドル出しま
した。そうするとＲＩから、それとワールドファンド
を使って上乗せが来ます。それが80％。昔は100％
来たのですが、これもやっぱりお金がなくなったので
しょうね、80％しか今戻らなくなりました。今の財団
のシステムになる前、ＷＣＳという、ワールドコミュ
ニティサービスというシステムがあった時代もお金は
すぐなくなったんですね。世界中でいいことをやりた
いというロータリーがいっぱいいて、10月になると
ほぼ財団のお金が枯渇してしまうということが起こり
まして、それで今のシステムに直したのですが、それ
でもやっぱり世界中から引き合いが多くて、上乗せが
100%だったのが80％になってしまった。多分、これ
はもしかしたら将来的にはもっと下がるかもしれませ
ん。もしくは期間が早く終わってしまって、本当は1
年中いつでも、グローバル補助金はいつ申請してもい
いことになっているのですが、年度の終わりのほうに
なったら「もう来年に回してください」というような
ことは起こりうるんだろうなというふうに思います。

それから、使途指定寄付というのがありまして、そ
ういうものにもこのグローバル補助金に使うことがで
きるというような形になります。

それで、グローバル補助金を使う場合にはいろんな
制約があります。最近のロータリーは単年度主義では
なく長期プランを立てて活動しましょうということで
綱領計画というものが発表されていますが、それに続
いて最近言われているのは、3-Year Rolling Goals、
3-Year Rolling Targetなどと言っていますが、3年
計画でやりましょうというようなことがありますが、
これも財団が先行してやっています。財団のプログラ
ムは持続可能であることが必要であると。最低でも3

ロータリー財団の話

小松　栄一 さん 
《国際ロータリー第2800地区ガバナーエレクト》

ゲスト卓話

ロータリー財団の使命というのは「ロータリアン
が、恵まれない人々の健康状態を改善し、教育への支
援を高め、貧困を救済することを通じて、世界理解、
親善、平和を達成するようにすること」というふうに
書いてあります。先輩方にはもう当然のことだと思い
ますけれども、ロータリー財団の創始者はアーチＣ・
クランフというロータリアンであります。彼は「世
界でよいことをしよう」という話をして財団の大元を
作ったわけですが、そこに至るまでは非常に長い道の
りがありました。

彼はＲＩの会長もしたわけですし、クラブ会長の時
にももうこの構想を持っていらっしゃいまして、「社
会奉仕の分野において世界でよいことをするための基
金を作るのが、極めて適切である」というふうにおっ
しゃっています。また、クラブ会長の時には「自分の
ためだけに生きるべきではありません。人によいこと
をする喜びのために生きるべきなのです」と、こう述
べられております。

皆さまご存じでしょうか。財団のお金ってどこに
行くのだろうか。私たちが普通にやる寄付、普通寄付
というのは年次プログラム基金というところに入りま
す。これは先ほど表彰もありましたが、ポール・ハリ
ス・フェローとして表彰の対象になります。もう1つ
大きいものとして、恒久基金というものがあります。
これはベネファクターとして表彰されます。そのほか
にもポリオプラス基金、それからロータリー平和セン
ター冠名基金とかいろいろあります。この辺が非常に
大きい基金の入り口ということになります。このどこ
かにお金が入って、それが後ほど私たちが使う、プロ
グラムで使うお金になるということになります。

これはちょっと古くなりますが、まだ統計が出てい
ない段階で作ったものですので、2020-21年度の統計
です。大体年次基金、私たちが普通に出した基金のお
金は1億4千万ドルくらい世界中から集まります。恒
久基金に対しては3千2百万ドルくらいですね。そし
てポリオとかその他にお金が入っていると。それでポ
リオの場合、いかに皆さんが世界中で力を入れている
かというのがこれでもお分かりになられるかと思いま
す。この辺が大きなお金の流れの大元になります。少
し年を進めまして、2022-23年度、この時は1億5千万
ドル。大体1億4千万～5千万ドルくらいが毎年の寄付
ということになります。恒久基金も似たようなもの、
それからポリオプラス基金も似たような形でお金が集
まっているということになります。

それで、出口はどうなっているかということにな
りますが、簡単に言いますと、地区補助金、財団活動
補助金という、ＤＤＦと呼ばれるものが左側にありま
す。そして国際財団資金というものがあります。ワー
ルドファンドというものがあります。こちらはロータ



れておりません。前は職業研修プログラムがあって、
お互いに行って来るというプログラムをやっていまし
た。例えばアメリカともやりましたし、ブラジルとも
やりました。今の職業研修はワンウェイ、向こうから
招いてこちらで研修させて帰すか、こちらから講師を
送って現地で講習をやって戻ってくるというふうな形
の職業研修しかできなくなりまして、すごくやりにく
くなりました。唯一やろうとしたのが、このシステム
になってから、東根工業高校に東根ロータリークラブ
さんがソーラーシステムを贈ると。ソーラーシステ
ムを贈って、そのソーラーシステムをメンテナンスす
る人を育てるために、東根工業にその地元の人を呼ん
で研修させようとしたのですが、いかんせん東根工業
そのものが学校再編でなくなってしまって受け入れ先
がなくなったということで、それがなくなってしまっ
て、それ以来職業研修はやれていません。それで先ほ
ど言ったとおり、ロータリーが存在する国や地域であ
るということですね。こういうふうないろいろな制約
があります。

それからできないことがいくつかあります。寄付
やっちゃダメとか、単純にポリオのためにお金を持っ
ていっちゃダメとか、いろんな制約があります。そう
いう制約を乗り越えていろんなことを世界でやってい
きましょう、いいことをやりましょうというのがグ
ローバル補助金です。

それでグローバル補助金の目的はこのようなこと
でして、なるべく地域のニーズに合ったものにしてく
ださいと。ＷＣＳの頃にいろんなプロジェクトが動い
たのですが、私が聞いたところでは、例えば救急車を
フィリピンに贈った。素晴らしい仕事だと思うのです
が、5年後に行ってみたら、もう救急車はポンコツに
なっていて動かない。医療のためにＣＴを贈りました
と。発展途上国にＣＴを贈りました。5年後に行った
ら、ＣＴはもうメンテナンスをされていないので動
きませんでした。というふうなことで、非常に素晴ら
しい仕事をしていながら、それが実際に本当に地元に
役立っているのかというふうな反省がありまして、今
では地元のニーズを確実に捉えなさいと。それからモ

ニタリングと評価ですね。結局
ちゃんと行われているか、私た
ちがやった寄付が地元でちゃん
と役に立っているかどうかを確
認しなさいというふうなことが
言われております。

ですからグローバル補助金は
最低でも3年と先ほど申し上げま
したけれども、立ち上げて、プ
ロジェクトを開始して、2年目、
3年目、3年目で確認して、見直
して、さらにそのあともまた続
けられるものであれば続けてく
ださい、というような形で今グ
ローバル補助金を運用するよう
になっています。

最後に、ポリオはご存じの方
は多いと思うのですが、今、も
うすぐ撲滅できる1歩手前まで来
ています。人類が撲滅できた感

年、もしくはそれ以上というようなことですね。そ
れから最近言われているのは、測定可能である。この
測定可能であるというのは私もすごく悩ましいのです
が、どうやって測るんだと。その効果があった、な
かったというのを測るのは、どこをどういうところで
測るんだというのはあるのですが、そこら辺も基準が
最近はできているようです。

それから相手国、私たちは日本ではなくどこかで
プロジェクトをやるんですね。例えばモンゴルでプロ
ジェクトをやったとすると、モンゴルにロータリーク
ラブがないとできません。ですから、簡単に言うと社
会主義国、ベトナムは確かロータリークラブがないと
思うのですが、だからベトナムとか中国はできないで
すね、基本的には。とにかく相手国にロータリークラ
ブがなければできません。あと、重点分野の1つ以上
に関連していることが求められます。このようないろ
んな制約がある中でグローバル補助金というのをやっ
ていかなくてはいけない。

それから奨学金の場合には、大学院レベルです。
昔は大学レベルでよかったのですが、今は大学院レベ
ルです。しかも世界に8つの平和センターがあります
が、その平和センターと同等レベル、同等かもしく
はそれ以上のレベルでなければ、グローバル補助金を
使った奨学金は出せないという制約があります。2800
地区はなかなか奨学生が出せないですが、それはここ
が非常に大きいです。正直言って、山大の卒業生では
このロータリーの平和センターのレベルの大学院のラ
インをクリアできないということで、何人か今まで
送っていますが、今回送っている子どもさんは東北大
学を卒業して今山大でセラピストをやっている方なん
ですけれども、やはり卒業は東北大だったということ
で、私たちはなんとか山形大学からの卒業生で奨学金
を取れる人を、子どもさんを探したいなと思っている
のですが、そういう意味で皆さまからあそこに山大だ
けどすごく優秀な人がいるというのがいましたら、ぜ
ひ地区のほうに推薦していただいて勉強していただき
たいというふうに思います。

あと職業研修、これは今2800地区ではほとんどや



ことで、ポリオワクチンを接種する予防接種デーとい
うのを作ってやっていただいているというのがＷＨＯ
を中心とした世界的な取り組みであります。

それからビル＆メリンダ・ゲイツ財団のことを先ほ
どちょっと言いましたが、ビル・ゲイツさんはロータ
リアンなんですね。ポリオ撲滅にすごく関心を持たれ
て、自分で財団を持っていらっしゃいますけれども、
ロータリーががんばるなら私もお金を出そうというこ
とで、今年度は1億5千万ドルですかね。この何年間か
そのぐらいの規模の寄付をしていただいております。
世界中でロータリアンが集めるポリオの募金はいくら
かご存じですか。5千万ドルです。ビル・ゲイツさんは
1人でその3倍のお金を出していると。それだけ、2億
ドルを私たちが集めて、ＷＨＯを中心としたいろんな
関連機関がエンドポリオということでがんばってやっ
ているのですが、それでも撲滅できないというのがこ
の病気の怖いところであります。

そして今残っているのは、先ほど申し上げたとお
り、アフガニスタンとパキスタン。なぜアフガニスタ
ンとパキスタンだけが残ったでしょうか。本当は1桁
まで行ったんです。もうこれでアフガニスタンもパ
キスタンもポリオをなくせるだろうという1歩手前ま
で行ったのですが、そこで起きたのがオサマ・ビンラ
ディンの暗殺です。その前に、オサマ・ビンラディン
が殺されるもっと前なんですけれども、オサマ・ビン
ラディンがアメリカの特務機関から殺されたという
ニュースが出たあと、パキスタン、アフガニスタンの
北部、あそこら辺の人たちは、ＷＨＯとかロータリア
ンが入っているポリオの部隊に対して「こいつらは私
たちの同胞を殺した人間だ」ということで、襲撃され
ました。それで何人かの方が亡くなりました。この資
料の最後のほうに書いてありますけれども、そこでさ
すがに、命を賭してまでというわけにはいかないもの
ですから、やはりアフガニスタン、パキスタンでのワ
クチンの投与が滞ってしまったということで、ちょっ
とそこで停滞して、またポリオが息を吹き返してし
まった。そこからが非常に、1歩進んでは2歩下がり、
2歩下がってまた1歩進む、みたいな感じで増えたり
減ったりしているのが今のポリオの現状であります。

ということで、エンドポリオ、今国際ロータリー、
それからロータリー財団、これの今の最高の目標はポ
リオをいかにして終わらせるかというところではある
のですが、ポリオの募金を皆さまにお願いするという
のもそういうところにあります。非常に遠い国で起き
ていることではありますが、子どもたちの未来を守る
という意味では、私たちが総力を挙げて取り組まなく
てはいけないプログラムだと思っていますので、ぜひ
皆さまからもこのエンドポリオ、ポリオプラスに関し
て少しでもいいので寄付をいただければなと。1杯の
お酒を飲む代わりにエンドポリオに出していただけれ
ばというふうに思いますので、ご協力をよろしくお願
いいたします。以上で私の話を終了させていただきま
す。ご清聴ありがとうございました。

染症というのは何だかご存じでしょうか。天然痘です
ね。昔、種痘というのをやっています。ここに跡があ
る人は種痘というのをやったことがある。天然痘だけ
が撲滅できた疾病ということになります。

それでポリオは、感染症としては2つ目の撲滅疾患
として私たちが今がんばっている。これは日本のロー
タリアンが最初に始めたんです。東京のロータリーク
ラブ、別のファイルに書いてありますが、東京のロー
タリアンがフィリピンで小児麻痺の調査をして、小児
麻痺というのは非常に発展途上国で蔓延していて怖い
病気だそうです。今でも大変な病気なんだということ
を調査されて、それでポリオのワクチンを投与するプ
ロジェクトを始められた。それが国際ロータリーに認
められて、それでＷＨＯと一緒になってポリオ撲滅を
やりましょうということで始まったのがポリオ撲滅運
動なんですね。それを、ポリオだけではもったいない
んじゃないのということで、結核だなんだかんだ、い
ろいろプラスしてやりましょうと言い始めたのがポリ
オプラスというプログラムです。

ですが、今はエンドポリオになっちゃったんです
ね。エンドポリオ、これはポリオの撲滅が見えたとい
うことで、エンドポリオというプロジェクトに今は変
わったわけです。

もうほとんど、世界中のほとんどの国でポリオはゼ
ロになっています。ただ、ポリオに関して言うと、1つ
は天然型のポリオと、それからⅡ型ポリオと言いまし
て、ワクチンが原因で起きるポリオがあります。今世
界中で残っているのはそのⅡ型、ワクチンのせいで起
きるポリオが世界中でちょこちょこ出ていますが、こ
れはワクチンを改良していけばなくなるし、もし天然
型のポリオがなくなってワクチンの投与が必要なくな
れば、これはなくなるものですから、今のところそん
なに危ないものではないなというふうに私たちは思っ
ています。

ところがこの天然型のポリオがなかなかなくなら
ない。それで2020年までで18億ドル突っ込んでいる
わけですが、そこからさらにもう4年経っていますの
で、しかもビル＆メリンダ・ゲイツ財団とロータリー
が組んでポリオ撲滅をやっていますので、その関係で
もう22～23億ドルくらいはポリオに入れているとい
うふうに思います。

それで、今ポリオで問題になっているのは、パキ
スタンとアフガニスタンですが、やはりアフリカとか
中東あたり、それから東南アジアではまだ先ほど言っ
たⅡ型のポリオがいますので、油断はできない。先ほ
どワクチンをやめればなくなると言いましたけども、
まだまだ続けなくてはいけない。と言うのは、パキス
タン、アフガニスタンから野生型のポリオを持って、
旅行者がポリオを運ぶ時代ですので、やはり天然型の
ポリオがポツポツいろんなところで出るんですね。最
近やっとその天然型のポリオも減ってきましたけれど
も、前はアフリカとか中東あたりで天然型のポリオが
発生していましたので、なんとかなくすためにはまだ
まだポリオのワクチンはやらなくちゃいけないという
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